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岡山市のプロフィール・地域特性 ①

・人口 713,767人（令和6年5月1日現在）・面積 789.95 平方キロメートル

岡山城・後楽園周辺中国四国地方における交通の要衝 市街地南西部

新岡山港と児島湾 建部地区（北区北部）中区から東区郊外
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〇近畿と九州を結ぶ東西軸と、山陰と四国を結ぶ南北軸の結節点に位置し、鉄道・道路・空路などの交

通網が集中する中枢拠点都市 ※２時間圏域人口約1,600万人

【鉄道】JR岡山駅 ８路線乗り入れ 【高速道路】山陽自動車道・中国横断自動車道（岡山米子線）・瀬戸中央自動車道

〇「ESDに関するユネスコ世界会議」開催 2014年（平成26年）
世界各地のESD活動に取り組む人々が話し合う関連会議を開催

〇ユネスコ創造都市
「ユネスコ創造都市ネットワーク」の文学分野における新規加盟（令和５年10月認定）

３ 国際会議等

1 中国四国地方における交通の要衝

岡山市のプロフィール・地域特性 ②

〇古代吉備国の勢力の繁栄を伝える遺跡群、戦国大名宇喜多直家・秀家親子が拓いた城下町、個性ある
歴史・文化資産が数多く存在。 ※戦国宇喜多家について…ＮＨＫ大河ドラマ誘致活動中

〇平成30年「『桃太郎伝説』の生まれたまち おかやま～古代吉備の遺産が誘う鬼退治の物語～」が日本
遺産認定

２ 歴史
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第２次 岡山市消費者教育推進計画 ～未来へつなぐ消費者教育プラン～

計 画 の 体 系

成年年齢引き下げ、エシカル消費の普及、ＤX推進等への対応等

安全・安心で豊かな消費生活の実現
～自ら考え選択し、行動する消費者の育成～

目標

消費者教育の
担い手の育成
と支援

多様な主体との
連携による
啓発活動

基本方針
ライフステージに
応じた体系的な
消費者教育

SDGsの理念に
沿った消費者教育

の推進

つなげるみんなに 学び・伝える つながる

計画推進の施策項目

１ ライフステージに応じた体系的な消費者
教育

(1) 小学校、中学校、高等学校など学校園における
消費者教育の推進

(2) 若者（18歳～22歳）への消費者教育の推進

(3) 勤労世代のための消費者教育の推進

(4) 高齢者等に対する消費者教育の推進

２ 消費者教育の担い手の育成と支援

(1) 地域等における担い手の育成・支援

(2) 学校園等の教職員への支援

(1) 地域における各種団体との連携

(2) 公民館を拠点とした市民同士の連携

(3) 事業者・マスコミ・教育関係団体等との連携

３ 多様な主体との連携による啓発活動

４ SDGｓの理念に沿った消費者教育の推進

(3) 人権等に配慮した消費者啓発の推進

(1) エシカル消費（倫理的消費）普及に向けた啓発
の推進

(2) DXに対応した消費者教育の推進

①岡山市消費生活センターの認知度

②クーリング・オフ制度の理解度

③担い手登録者数

（エシカル消費関連）

④環境に配慮した商品やサービスを選択する

市民の割合

⑤フェアトレードを理解する市民の割合

目標値
（R９）

84.2% 90%

26.1% 45%

69名 100名

45.7% 60%

30% 50%

計 画 の 指 標
( K P I )

課題

実績値
（R４）

令和５年度～令和９年度
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②福渡

①五城
④御津

③御津南

見守りネットワークにおける消費者教育（啓発）①

〇北区の一部地区（小学校区）で順次拡大 ※全国的に主な形態 １地方自治体１組織

（平成29年度 1地区 ⇒ 令和6年度 4地区）

〇構成団体

町内会、民生委員、愛育委員、地域包括支援センター、小学校、PTA、警察（地域交番）

〇活動の状況

基盤となる地域コミュニティーが確立し、地域防犯・交通安全・自主防災・地域福祉

健康づくり等の活動が比較的活発に行われている。

各地区の概要
地区名 設置年度 人口 地域特性

① 五城 H29 約1,500 山間部に集落が点在するが住宅団地も存在

② 福渡 R3 約1,500 南部に旧建部町の中心街があり北部は人家も
少なくダムが存在

③ 御津南 R5 約3,400 山間部ではあるが南部に新興住宅地が点在し
北部は工場が立地

④ 御津 R6 約3,800 旧御津町の中心街を形成、工業団地も存在

消費者見守りネットワーク（消費者安全確保地域協議会）5



〇リモート相談の試行

（遠隔消費生活相談）

（福渡地区）

〇弁護士による講習会の開催（地域リーダー対象）

・消費者の見守り活動の必要性の説明

・消費者市民社会についての理解促進

・消費者被害の実例、実態と対策

〇訪問販売お断り地域オリジナルステッカーの高齢者
世帯への作成・配布（五城地区、福渡地区）

〇消費者啓発ベストの作成・配布（五城地区、福渡地区）

弁護士による講習会

地域オリジナルステッカー

見守りネットワークにおける消費者教育（啓発）②

各地区における支援の具体的事例

消費者見守りネットワーク（消費者安全確保地域協議会）6



〇消費者啓発（教育）に関する地区全体の関心の高まり 消費者教育を行う土壌の形成

〇見守り活動が活性化

地域全体を守る視点で他分野の活動（防犯・交通安全・防災、保健福祉等）と一体化

〇悪質な訪問販売・買取の減少、SF商法被害の未然防止 身近で迅速な情報共有

〇担い手の確保 少子高齢化、人口減少への対応（コンパクトシティ化）

〇行政頼みにならない持続可能な自主的活動として定着化

〇人口の大半を占める都市的エリアへの拡大

①若 者・・・事業所、大学等との連携による消費者教育の取組

②高齢者・・・地域包括支援センターとの連携

③中間層・・・公民館活動による消費者教育カリキュラム充実、企業活動との連携

見守りネットワークにおける消費者教育（啓発）③

課題

効果

例：サロンを活用した研修会開催、民生委員による啓発

消費者見守りネットワーク（消費者安全確保地域協議会）7



大学等との連携による消費者教育 ①

エシカル消費普及のためのラジオCM制作 ～事業目的～8



大学等との連携による消費者教育 ②

エシカル消費普及のためのラジオCM制作 ～事業概要～9



大学等との連携による消費者教育 ③

エシカル消費普及のためのラジオCM制作 ～具体的内容～

・岡山市消費生活センター消費者教育推進員
（消費者教育コーディネーター）による講義

・外部講師によるエシカル＆話し方講座
（認定NPO法人環境市民 下村先生）

基礎講座～エシカル消費とは～STEP1 CMの作成と放送のための講座STEP2

〇山陽学園大学（岡山市中区）地域マネジメント学部 菅野教授、酒井教授 ご担当講座
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今後実施予定の事業

 エシカル消費に取組む店舗や企業を訪問

①学生の企業の取組み状況の理解を促進させる。②事業所における消費者志向経営の機運の醸成を図る。

大学等との連携による消費者教育 ④

ラジオＣM以外の情報発信の企画

エシカル消費を推進する事業者訪問STEP３

 ラジオ以外の動画やSNS等による発信

学生の自由な発想による、多様な媒体での発信を通じて情報の拡散を図る。

地域への貢献

 大学の所在地域におけるエシカルマップ（データ）の作製

エシカル消費のさらなる実践、定着に向け、地域密着のきめ細かな情報提供により地域住民

が実践しやすい環境作りを行う。

STEP４

STEP５
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